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国民の約7割が使用経験のあるヘアカラーリングですが
一部の使用者に皮膚トラブルの経験があると報告されて
います

皮膚トラブルを経験した割合

日本ヘアカラー工業会による調査2)

• ヘアカラーリングによって自身の髪に対する満足

度が上がり、その結果、生活の質が向上する1)と

報告されており、幅広い世代の身だしなみやヘア

ファッションの一つとして受け入れられています。

• 一方で、2015年に消費者安全調査委員会より

「毛染めによる皮膚障害」に関する報告書3)が公表

され、その使用に注意喚起がなされています。

• ヘアカラーリングによる皮膚トラブルの多くは皮膚

一次刺激性皮膚炎ですが、アレルギー性も少なく

ありません4)。

アレルギー性の皮膚トラブルの場合には、使用継続により
重症化する可能性があるため注意が必要です

～ヘアカラーリングによる主な皮膚トラブルの分類と症状の特徴～

• 皮膚トラブル経験後も髪を染め続けたいという意向が高く、使用が継続されることがあります。

• アレルギーを繰り返すなかで、遅延型アレルギーの症状が重症化したり、重篤な即時型アレルギーを
発症することがあります5)。

• アレルギー性の皮膚トラブルでない場合は、頭皮状態を整えることで、皮膚トラブルを生じること
なく染毛できるようになることが期待されます。

• 正しい診断に基づく、適切な指導が重要です。

ヘアカラーリング製品の分類と代表的なアレルゲン

分類 頻度 主な症状 特長的な症状発現部位・経過時間

皮膚一次刺激性

接触皮膚炎
比較的高い 痛み、紅斑など

ヘアカラーリング製品接触部位

染毛中～短時間

遅延型アレルギー 低い
痒み、紅斑、

浮腫を伴う皮疹

主にヘアカラーリング製品接触部位と周囲

染毛から24時間以降

即時型アレルギー 極めて低い
痒み、蕁麻疹、

呼吸苦など

ヘアカラーリング製品接触部位から全身

染毛中～直後
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• ヘアカラーリング製品において、最もアレルギーを起こし得る製品はヘアカラー（酸化染毛剤）です。

• ヘアカラーアレルギーと診断された際には、ヘアマニキュアやカラートリートメントなどの酸化染料を

含まないヘアカラーリング製品を使用することが推奨されます6)。

• ただし、ヘアカラーリング製品によるアレルギーでは、まれに塩基性染料などの染料や香料、

界面活性剤、防腐剤なども原因となることがあるため、診断・指導の際にはこれらによる皮膚トラブル

の可能性も考慮する必要があります。
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パラフェニレンジアミン

硫酸トルエン -2,5- ジアミン

硫酸パラメチルアミノフェノール

オルトアミノフェノール

パラアミノフェノール

メタアミノフェノール

塩酸2,4- ジアミノフェノキシ
エタノール

レゾルシン
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遅延型アレルギーの場合

• 主な原因はパラフェニレンジアミンであると報告7)

されており、パラフェニレンジアミンが含まれている
パッチテストパネル (S) （佐藤製薬）の使用（図1）
もしくは、症状を誘発した製品のオープンテストの実施
（図2）が推奨されます。

• 理美容師など複数の染料に感作されている症例でも、
多くの場合にパラフェニレンジアミンは陽性となります。

• まれにパラフェニレンジアミンに感作していなくても、
硫酸パラメチルアミノフェノール、オルトアミノフェノール
などで陽性となる7)場合もあり、保険収載の検査薬のみ
では原因特定に至らないこともあるため注意が必要
です。

即時型アレルギーの場合

• ヘアカラー（酸化染毛剤）、ヘアブリーチ（脱色・脱染剤）製品使用による症例報告8,9,10)が散見されます。

• 症状を誘発した製品のオープンテスト（図3）が行われます9,10)。

• 保険収載された検査薬はなく、個別の症例報告ではパラフェニレンジアミンや過硫酸塩などの成分プリックテスト
で診断された事例9,10)もありますが、画一された検査方法は無く課題となっています。

皮膚一次刺激性接触皮膚炎の場合

• ヘアカラーによる皮膚トラブルの90%以上が皮膚一次刺激性接触皮膚炎であると報告4)されています。

• 上記皮膚テストの結果、遅延型や即時型アレルギーの可能性が低い場合には、皮膚一次刺激性接触皮膚炎の
可能性を疑います。

0.0%

2.6%

2.5%

10.5%

18.8%

21.0%

11.6%

35.1%

日本における酸化染料のパッチテスト陽性率

ヘアカラーリング製品による接触皮膚炎が疑われた203症例を対象とした

日本接触皮膚炎研究班（日本皮膚免疫アレルギー学会）の調査

（参考文献7より一部改変）
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理美容師向けヘアカラー施術時の
手袋着用啓発（日本ヘアカラー工業会）

シャンプーなどによる
手荒れ（イメージ）

ヘナ製品使用後に頬を中心に
黒皮症が生じた事例

（ヘアカラーによる即時型アレルギーの詳細はNo.4を参照☞ ）

図1. 背部でのパッチテスト
貼付像

直後 72時間後

図2. 遅延型アレルギーのオープン
テスト結果

図3. 即時型アレルギーの
オープンテスト結果

• オープンテストでは、製品（原液もしくは希釈液）を
背部や前腕屈側に5×5 cmを限度に直接塗布し、
20〜30分後に膨疹反応の有無を判定し（即時型
反応の確認）、その後、通常のパッチテストと同様に
48時間以降の反応を複数回判定します11)。

• 皮膚テストの方法に関する動画は以下をご参照くだ
さい。

ヘナ配合ヘアカラーリング製品による皮膚トラブル

Topics.

• 職業性皮膚疾患は、職業病の25～30％を占めます12)。実際に理美容師の81.2％

に手荒れ経験があるなど、理美容師の手の皮膚トラブル対策は大きな課題です13) 。

• 理美容師はシャンプーなど手が乾燥する仕事が多く、バリア機能の低下により

アレルギーを獲得しやすくなり、ヘアカラーアレルギーなどを発症し、最終的に離職

することになった事例も少なくありません6)。特に若い理美容師は手荒れの原因と

なるシャンプーなどの作業が多いため、手荒れ対策が重要です。

• 普段から手の保湿をきちんと行い、ヘアカラーやパーマ液、シャンプーなどの薬剤を

扱う作業では手袋を必ず着用し手を防御すること、また、一度使用した手袋を

再利用しないことが、手の良い状態維持に繋がり、アレルギーの発症予防にも有効

です。

• 湿疹がある時は、症状に合った強さのステロイド外用薬を処方し、保湿も一緒に行う

よう指導し、しっかりと治すことが大切です。

Topics.

理美容師におけるヘアカラーリング製品による皮膚トラブル

• また、ヘナ製品使用後に黒皮症を生じた事例も報告16)

されており、我々も同様の症例を何例か経験して

います。多くの場合、ヘナ製品の使用を中止することで

黒皮症の症状は軽快していきます。黒皮症の発症

時期とヘナ製品の使用時期が近い場合は、ヘナによる

可能性を考慮していただくことが良いかと思います。

• ヘナはミソハギ科の潅木で、日干しした葉が染毛に使われ、ヘナ単独で染毛した

場合、仕上がりの色は橙味が強くなるため、白髪を目立たなくする白髪染めとしての

効果は期待できません。

• まれに暗い色に染めるヘナ製品が販売されていますが、そのような製品にはヘナ

以外の染料や酸化染料（パラフェニレンジアミンなど）が配合されている場合があり

ます14)。実際、ヘナ製品に含まれるパラフェニレンジアミンによるアレルギー性

接触皮膚炎の症例報告15)や即時型アレルギーの症例も経験しており、ヘアカラー

アレルギー患者に代替製品を指導する際には注意が必要です。

• 長期的に就業を維持する上で

は、患者本人の治療・指導だけ

でなく、雇用者にも安心・安全

に配慮された就業環境構築の

重要性が伝わるよう医療機関

がサポートすることも大切で

はないでしょうか。

ヘアカラーリング製品による皮膚トラブルの診断には
皮膚テストによる検査が有用です

診断

膨疹を
認めた

20～30分後

〇藤田医科大学 総合アレルギーセンター
アレルギー情報ステーション
（https://www.fujita-hu.ac.jp/general-allergy-
center/information-station/movies.html）


